
 

 

 

《維新プロジェクト評価》 

重 点 
施 策 

15 誰もがいきいきと輝く地域社会実現プロジェクト  

 年齢や性別、障害の有無にかかわらず、あらゆる人々の人権が尊重され、県民一
人ひとりが自分らしく活躍することができるよう、様々な活動の機会づくりや気運
醸成などの取組を進め、誰もがいきいきと輝く地域社会を実現する 

  

 
 
 
 

53 県民活動の活発化による地域の絆づくりの推進 

54 女性が輝く地域社会の実現 

55 高齢者・障害者等が活躍する地域社会の実現 

56 人権等に関する取組の推進 

57 豊かな心身を育む文化・スポーツの振興 

（1）成果指標の状況 

成 果 
指 標 

進捗状況 指標数 主な指標 

★★★★★(目標を達成） ３ 
「あいかさねっと」等を通じたボランティア活動マッチン

グ数 等 

★★★★ (計画を上回る) ２ 県立スポーツ施設の年間利用者数 等 

★★★   （ほぼ計画どおり） ５ 
地域の支援ニーズとのマッチング会議への参加老人クラブ

数（累計） 等 
★★     (計画を下回る) １ 若年層の参加割合が３割以上を占める県民活動団体の割合 
★     （計画から大幅に遅れ） １ 若年あいサポーターの養成数（累計） 

（2）県民実感に係る調査結果 

調 査 区 分 調査項目 そう思う どちらともいえない そう思わない 

県 民 実 感 度 調 査 
（％） 

ボランティア活動やスポーツ・文化活動などで、誰もが活

躍できる社会づくりが進んでいると思いますか。 
22.3 52.5 23.6 

一人ひとりの人権が尊重されていると思いますか。 30.3 52.2 15.7 

男女共同参画・ジェンダー平等の実現に向けた取組が進ん

でいると思いますか。 
17.2 59.5 21.4 

 
（3）主な取組と成果 

主
な
取 
組 

と 

成 

果 

◆県民活動の活発化による地域の絆づくりの推進 

〇 「プロボノワーカーバンク」の管理運営や「プロボノコンシェルジュ」の配置により、県

民活動団体が年間を通じてプロボノを利用できる体制を整備し、プロボノの活用によ
り、団体の人材育成・確保及び財政基盤の強化を促進。 

プロボノワーカーバンクの登録者数（累計）146 人（R７年度） 

◆女性が輝く地域社会の実現 

〇 「やまぐち女性の活躍推進事業者宣言制度」を通じた企業の自主的な取組の促進や、「女

性管理職アドバイザー制度」による女性社員への相談支援などに取り組んだほか、産学公の

団体代表者で構成する「やまぐち女性活躍応援団」による、事業者・市町・大学等と連携し

た「地域シンポジウム」の開催を通じて、地域から、女性活躍の取組を普及・拡大。 

やまぐち女性の活躍推進事業者数（累計）318 事業者（R６年度）→355 事業者（R７年度） 

◆高齢者・障害者等が活躍する地域社会の実現 

〇 高齢者が地域における日常生活支援の担い手として活躍できるよう、地域支援事業を実施

する市町と老人クラブとのマッチング会議を開催するなど、高齢者の多様で主体的な
社会参画を促進。 

概 要 



 

マッチング会議への参加老人クラブ数（累計）189 クラブ（R6 年度） 

→ 256 クラブ（R7 年度） 

〇 障害のある子どもとない子どもの交流イベントを通じた幼少期からの障害理解を促進。 

   あいサポらんど参加者数 ２回開催・86 名（R7 年度） 

◆人権等に関する取組の推進 

〇 固定的な性別役割分担意識の改革を図り、さらなる男性の家事・育児等への参画を促進す

るため、県民からの共家事・共育児に関するエピソードを映像化する「わ
たしたちの家事・育児エピソード選手権」を開催するとともに、社会情勢を踏ま

えた男女共同参画に関する新たなテーマについて、県民の理解増進を図るため、パワーアッ

プセミナーを開催。 

○ 民設民営の施設である山口県婦人教育文化会館（カリエンテ山口）を男女共同参画の拠点

と位置付け、関係機関・団体等との役割分担及び連携により、男女共同参画の推進に向けた取

組を実施。 

◆豊かな心身を育む文化・スポーツの振興 
〇 美術館での企画展や様々な文化芸術を体験できる交流イベントの開催、地域で文化芸術活

動を行う指導者向け研修会の実施、文化人材バンクを活用した活躍の場の創出・拡充等によ

り、文化芸術に親しむ環境づくりの取組を推進。 

県立美術館の入館者数 17 万人（H29～R3 年度平均）→17 万人（R4～R7 年度平均） 

文化人材バンク登録者の発表機会の創出件数 20 件(R6 年度)→23 件（R7 年度） 

〇 県民誰もが生涯にわたってスポーツに親しむことができる環境づくりに向け、市町やスポ

ーツ関係団体と連携し、気軽に参加・体験・観戦できるスポーツイベントの開催支
援や、スポーツ推進の拠点となる総合型地域スポーツクラブを普及・育成。 

〇 中学校部活動の円滑な地域展開に向け、10 市の取組について、コーディネータ

ーの配置による関係者との連絡調整・指導助言等や、指導者の確保、参加者費用の負担軽減

等、国の実証事業を活用して支援。 

   休日部活動の地域展開を実現した市町数 ０（Ｒ３～６年度）→３市（Ｒ７年度） 

（4）総評 

総
評 

年齢や性別、障害の有無にかかわらず、あらゆる人々の人権が尊重され、県民一人ひとりが自

分らしく活躍することは重要であり、引き続き、男女共同参画の実現や障害等への理解促進に向

けた取組、県民活動の活発化といった様々な活動の機会づくり、豊かな心身を育む文化・スポー

ツの振興が求められている。 

 
（5）課題と今後の展開方向 

課
題
と
今
後
の
展
開
方
向 
 

 

 

 

◆県民活動の活発化による地域の絆づくりの推進 

〇 若者の主体的・継続的な参加が十分に進んでおらず、高齢化や人材不足により県民活動団

体の活動継続や発展が難しい状況にあることから、大学等と連携し、学生と県民活動団体が

協働して地域課題の解決に取り組む環境づくりを進めるなど、若者の主体的な県民活動への

参加促進や将来の担い手の育成・確保に向けた取組の強化が必要である。 

◆女性が輝く地域社会の実現 

〇 事業所における女性管理職の割合やポジティブ・アクションに取り組む事業所の割合は、

伸び悩んでいることから、「やまぐち女性の活躍推進事業者宣言制度」を通じた企業の自主的

な取組の促進や、「やまぐち女性活躍応援団」による、事業者・市町・大学等と連携した企業

間交流、啓発活動等を通じて、企業の経営層の行動変革や職場文化の変革促進に繋げるとと

もに、「女性管理職アドバイザー制度」による相談支援など女性リーダー育成のための取組を 



 

充実させ、地域から女性活躍の取組をより一層普及・拡大させる必要がある。 

◆高齢者・障害者等が活躍する地域社会の実現 

〇 高齢者が地域を支える担い手としての活動に積極的に参加できる環境を整備することによ

り、高齢者が活躍できる地域社会づくりをさらに推進することが必要である。 

〇 県民の障害に対する理解と配慮の実践のため「あいサポート運動」の積極的な推進が必要

である。 

◆人権等に関する取組の推進 

〇 固定的な性別役割分担意識の解消や人権尊重を基盤とした男女平等感の形成などが大きな

課題となっており、男女共同参画・ジェンダー平等の実現に向けた分かりやすい広報や意識

啓発、男性の家事・育児参画の促進に取り組む必要がある。 

〇 関係機関・団体等による男女共同参画に関する取組の更なる活発化に向けて、情報の集約

や一元的な発信、相互連携体制の強化等が重要であり、そのための拠点機能が必要である。 

◆豊かな心身を育む文化・スポーツの振興 

〇 今後とも、多様な主体が連携しながら、県民が文化芸術に触れる機会や、活動に参加する

機会、作品等を創造する機会の充実を図り、年齢・障害の有無等に関わらず、誰もが等しく文

化芸術に親しめる環境の整備に取り組む必要がある。 

〇 県民の多様なスポーツニーズに対応するため、県民誰もがスポーツに親しむ場づくりや人

材の確保・育成など、地域のスポーツ環境の充実が必要である。 

〇 公立中学校の部活動について、少子化の中でも、将来にわたり本県の子どもたちがスポー

ツや文化芸術活動に継続して親しむことができる機会を確保していくため、学校部活動の地

域展開等に向けた取組を推進する必要がある。 

 

 

 

（参考）令和８年度の主な新規・拡充取組 

拡 未来へつなぐ！若者の県民活動促進事業 

県民活動団体や大学等と連携して、「協働」による地域課題の解決に向けた取組を推進するととも

に、参加機会の創出や参加しやすい環境づくりを行い、未来の県民活動を支える若い世代の人材育成

を図り、県民活動の裾野を拡大 

 

新 男女共同参画センター設置事業 

男女共同参画の取組をより一層総合的に進めるため、地域における関係者相互間の連携と協働を促

進する拠点となる「山口県男女共同参画センター（仮称）」の設置に向けた施設改修や体制整備を実

施 


